
 

 

のぞきど鳥獣保護区特別保護地区指定計画書の概要 

 

１ 特別保護地区の概要 

（1） 特別保護地区の名称 

のぞきど鳥獣保護区特別保護地区 

 

（2） 特別保護地区の区域 

   木曽郡大桑村大字野尻字太田代地籍の農道牧道線と林道野尻与川線の分岐点を起点とし

て、同点から同農道を 300 メートル南進し、西側の尾根との接点に至り、同点から同尾根を

西進し、同尾根と最初の北側の尾根との接点に至り、同点から同尾根を北進し、同尾根と林

道野尻与川線との接点に至り、同点から同林道を北進し、二段田川に掛かる橋を渡り、同橋

から 100 メートル同林道を北進し、同林道と村有林と私有林の境界線上の尾根との接点に至

り、同点から村有林と私有林との境界を北東南進し、同尾根と大桑村と木曽郡南木曽町の町

村界との接点に至り、同点から同町村界を西進し、のぞきど森林公園の境界線との接点に至

り、同点から同境界線を北西進し、同境界線と大桑村と南木曽町の町村界との接点に至り、

同点から同町村界を北西進し、同町村界と林道野尻与川線との接点に至り、同点から同林道

を西進して起点に至る線に囲まれた一円の区域（面積約 178ha） 

    

（3） 特別保護地区の存続期間 

令和４年 11 月１日から令和 14 年 10 月 31 日まで（10 年間） 

 

２ 特別保護地区の保護に関する指針 

（1） 特別保護地区の指定区分 

森林鳥獣生息地の保護区 

 

（2） 特別保護地区の指定目的 

当該鳥獣保護区域内には森林公園があり、鳥獣の生息する種類が豊富でかつ個体数の多

い地区であって、引き続き鳥獣の生息環境の保全が必要であるため、引き続き指定し、一

層の鳥獣の保護繁殖に努める。 

 

（3） 保護管理方針 

  ・ 大桑村をはじめ地元関係機関等と十分な連携を図るとともに、鳥獣保護管理員の巡視

等により当該鳥獣保護区の適正な管理運営を行う。 

  ・ 鳥獣の生息に影響のない範囲で、自然とのふれあいの場、環境教育・学習の場として活

用を図る。 
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３ 特別保護地区の区域に編入しようとする土地の地目別面積及び水面の面積 

  総面積    178 ha 

内訳 

 ア 形態別内訳 

林 野  177 ha  

農耕地   1 ha 

水 面     0 ha  

その他   0 ha 

 

 イ 所有者別内訳 

   国有地   0 ha                       保安林     0 ha 

                            

                   制限林  0 ha    砂防指定地  0 ha 

         林野庁所管      0 ha    

普通林  0 ha    その他     0 ha 

   国有林  文部科学省所管 0 ha     

 

         

 

   国有林以外の国有地  0 ha 

 

                    都道府県有地   0 ha 

    地方公共団体有地  129 ha 

                     市町村有地等 129 ha 

    

私有地等  49 ha 

    公有水面   0 ha 

 

ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域 

自然環境保全法による地域 0 ha   

自然公園法による地域     0 ha    

農振法による農業振興地域 0 ha  

文化財保護法による地域   0 ha 
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４ 指定区域における鳥獣の生息状況 

（1） 当該地域の概要 

ア 鳥獣保護区の位置 

木曽郡大桑村南部の「のぞきど高原」の一部に位置している。 

 

イ 地形、地質等 

   標高 800ｍ～1,100ｍの高原状の区域で、小さなしわ状の尾根と小起伏が多く、その間を

小渓流が蛇行しており、湿地帯も各所に見られる。 

 

ウ 植物相の概要 

ヒノキの造林地とミズナラ、カシワを主林木とする広葉樹の疎林で形成し、尾根筋はア 

カマツが点在する。 

 

エ 動物相の概要 

ニホンカモシカ、ツキノワグマ及びイノシシなどの大型哺乳類から、キツネ、タヌキ、 

アナグマといった中型の哺乳類まで多くの種類が生息しており、ニホンジカの生息も確認 

されている。 

また、鳥類では、ヒヨドリ、シジュウカラ、カケス、キツツキ類等多くの種類が生息し

ている。 

 

（2） 生息する鳥獣類 

ア 鳥類 

〇ヒヨドリ、〇シジュウカラ、〇カケス、〇オオルリ、〇ヤマガラ、〇コゲラ、〇エナ 

ガ、〇センダイムシクイ 

 

イ 獣類 

○ニホンカモシカ（特別天然記念物）、○ツキノワグマ、○ニホンザル、○イノシシ、 

ニホンジカ、○ノウサギ、○キツネ、○タヌキ、アナグマ、ニホンリス 

※当該地域で一般的に見られる鳥獣の種名には○印を付す。 

※法第２条第４項に規定する希少鳥獣又は天然記念物に指定された鳥獣が生息している

ときは、その種名を漏れなく記載することとし、当該種名には、アンダーラインを引

く。 

※長野県版レッドリストに記載のある鳥獣については、区分を（）表記とする。 

 

（3）当該地域の農林水産物の被害状況 

別紙のとおり。 

 

５ 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第 32条の規定による補償に関する事

項 

当該区域において、鳥獣の生息及び繁殖に必要な施設を設置することにより損失を受

けた者に対しては、通常生ずべき損失の補償をする。 

 

６ 施設整備に関する事項 

  なし 
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大桑村における農林水産物の被害状況 

加害鳥獣 被害作物 被害樹木 
被害金額（千円） 

H28 H29 H30 R１ R２ 

ニホンジカ 稲、麦類、豆類 等 ミズナラ 等 4 316 6  33 

ニホンザル 稲、豆類、 等  69 368 168 131 263 

イノシシ 稲、麦類 等  1,008 292 25 163 80 

ツキノワグマ 野菜 ヒノキ 564 6,782 117 5,121 3,600 

ハクビシン 野菜  6 1 8 3 12 

カラス 果樹  2 38 50  9 

その他   1     

合計   1,654 7,797 376 5,418 3,997 

 

のぞきど鳥獣保護区特別保護地区周辺の捕獲状況（捕獲位置の分かるものを抽出） 

鳥獣 
ﾒｯｼｭ 

番号 

捕獲数（頭） 

H28 H29 H30 R１ R２ 

ニホンジカ 79 18 32 15 29 45 

ニホンザル 79 １ 20  23 63 

イノシシ 79 67 65 52 44 14 

ツキノワグマ 79 ２    ４ 

ニホンカモシカ 79    ２ ２ 

ハクビシン 79 ６ ５ ７ ２ ６ 

タヌキ 79 16 20 30 15 17 

キジバト 79  19    

※特別保護地区の位置するメッシュ番号「79」の捕獲実績のみ抽出。 

 

鳥獣保護区等位置図（ハンターマップ）の抜粋 
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のぞきど鳥獣保護区特別保護地区 利害関係者意見一覧 

職名（団体名） 氏名 賛否・意見 

大桑村長 貴舟 豊 賛成 

除キ戸生産森林組合長 古谷 正 賛成 

（農耕地所有者） 後藤 博志 賛成 

木曽南部森林組合代表理事組合長 坂家 重吉 賛成 

木曽農業協同組合代表理事組合長 田屋 万芳 賛成 

木曽川漁業協同組合代表理事組合長 梅戸 洋 賛成 

大桑村観光協会長 櫻井 秀夫 賛成 

木曽猟友会長 瀬脇 進 賛成 

合 計 ８名  
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